


発行 日 平成 少年 2 月 12 日 
いわ て 未来 づく り 機 構 は 、 県 内 各界 、 各層 の 組織 の 横断 的 か つ 意 欲 あ る 「 参 画 」 「 連 携 」 を 実現 し 、 さら に 各 組 織 の 智 境 を 結集 


し 、 スピ ー ド 感 を 持っ て 「 実 践 】」 す る こと に より 地域 の 総合 的 な 発展 を 目指 す 新 し い ネ ットワーク で す 。 





会 員 の 皆様 に は 、 ま すま すご 清栄 の こと と お 喜び 申し 上 げ ま す 。 


いわ て 未来 づく し 機構 だ よし 第 7 号 を お 届け し ます 。 


本 号 で は 、 2 月 1 日 に 開催 され まし た 平成 21 年 度 第 3 回 ラウ ンド テー ブル の 内 容 を 中 心 に 報告 し ます 。 
今後 と も 、 機構 の 活動 に ご 理解 と ご 協力 を 賜り ます よう よろ し く お 願 いい た し ます 。 


平成 21 年 度 第 3 回 ラウ ンド テー ブル 

2 月 1 日 (月 )15 時 か ら 、 盛岡 市 産学 官 連携 研究 セン ター( コ 
ラボ MIU ) に お いて 、 平 成 21 年 度 第 3 回 ラウ ンド テー ブル を 
開催 し まし た 。 

会 議 に 先立ち 、 産学 官 連携 の 成功 事例 と し て 、 株 式 会 社 ア 
イカ ム ス ・ ラ ボ の 片野 圭二 様 、 株 式 会 社 い お う 化 学研 究 所 の 
森 邦 夫 様 か ら プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 行っ て いた だ きま し た 。 

その 後 、 以下 の 事項 に つい て 事務 局 か ら 説明 し 、 ラウ ンド 
テー ブル メン バー で ディ スカ ッ シ ョ ン を 行い まし た 。 


【 説 明 事項 】 
① 事業 仕分 け の 結果 と その 影響 に つい て 
② ラウ ンド テー ブル の 論点 に つい て 


【 デ ィ ス カッ ショ ン 】 

事務 局 か ら の 説明 と JST イノ ベー ショ ン サ テラ イト 岩手 の 平 
山 館長 か ら の お 話 を 受け て 、 産学 官 連携 に 関す る 意見 交接 
を 行い まし た 。 

また 、 最後 に 、 機構 と し て も 何ら か の アピ ー ル を すべ き と の 
こと か ら 、 「 地 域 科学 技術 振興 ・ 産 学 官 連 携 に つい て の アピ ー 
ル 」 を 採択 し まし た 。 


今後 、 新 し い 作 業 部 会 を 立ち 上 げ 、 国 へ の 提言 に つい て 検 
討 し て いく こと と な り ま す 。 


・| NS 方 式 は 既に どこ の 地域 で も 行わ れ て お り 、 差 別 化 


を 図る た め に は 、 岩 手 は も う 一 歩 進 ん だ も の を や っ て い 
くべ き 。 


・ 岩手 県 独自 の 発想 で 集中 と 選択 を すす め な いと 、 本 当 に 


必要 な と ころ に 配分 され な いこ と に な る 。 


・ 岩手 県 独特 の 事業 が で きる よう 仕組 み を 考え て いく べき 


で は な いか 。 


・ 国 や 県 に 研究 費用 を 頼る だ け で は な く 、 企 業 の 利益 が 上 


が る よう に し な が ら 、 そ の 収益 を 基金 の よう な 形 で さら 
な る 研究 費用 に 回 せる よう な 仕組 み が 必 要 だ と 考え る 。 


・ 地域 に 貢献 度 が 高い よう な 研究 開発 は 県 が 支援 する と い 


う の が 基本 的 な 考え 方 で ある 。 


・ 広く 国 全体 や 人 類 全体 が 利益 を 受け る よう な 研究 開発 に 


関し て は 、 国 が 責任 を も っ て 支援 し て いく べき で ある 。 


・ 事業 仕分 け の 結果 を 受け て 、 危 機 感 を も っ て 「 地域 の 知 


的 基盤 の 強化 」 を 要望 し た の は 東北 の 7 大 学 だ け で あっ 
た 。 


・ 一 括 交 付 金 は 、 成 果 の 度合 い に 応 じ て 配 分 する な どの 工 


夫 が 必要 で ある と 考え て お り 、 来 年 は 当然 そう な っ て い 
く の で は な いか と 思っ て いる 。 








地域 科学 技術 振興 産学 官 連携 に つい て の アピ ー ル 岩手 の モノ 紹介 コー ナー 


1 国 に 対す る 提言 アイ ー ナ 3 階 の 「 いわ て 希望 プラ ザ 」 で は 「 岩手 の モ 
地域 科学 技術 振興 ・ 産学 官 連携 事業 は 、 大 学 の 研究 成果 を 才 ノ 紹介 コ ー ナ ー 」 と し て 、 Madein IWATE の モノ ( 商 


域 に 還元 し 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン を 持続 的 に 生み 出す こと に より 、 品 、 技 術 、 サ ービス な ど ) と その モノ に 対す る こ だ わり 
地域 に 内 発 的 ・ 自 立 的 産業 を 興 そ うと いう 取組 み で あり 、 将 来 || を 広く 情報 発信 し て いま す 。 
を 見 据え 、 継 続 し た 投資 が 欠か すこ と が で き な い 。 我が国 の 成 | | 〇 岩手 の モノ 紹介 コー ナー 第 二 弾 


長 の 源 は 地域 の 活性 化 に こそ ある こと か ら 、 こ れ ま で と 同様 、 有限 会 社 早野 商店 の 食用 ホオ ズ キ 「 ほお ずきん ちゃ 
国 の 施策 と し て 行う こと が 必要 で ある 。 ん 」 へ の こだわ り を 紹介 
その 支援 の 基本 的 な 考え は 次 の と お り で ある 。 〇 岩手 の モノ 紹介 コー ナー 第 三 弾 


(1) 科学 技術 振興 . 産学 官 連携 は 、 地域 毎 に 産業 構造 が 異な り 、 東北 農業 研究 セン ター が 栽培 方 法 を 確立 し た 寒 締め 
地域 の 持つ 資源 、 地 方 大 学 な どの も つつ 研究 シ ー ズ も 多様 で あ ほう れん 草 の こ だ わり を 紹介 
る こと な ど を 鑑み て 、 国 は 、 地域 が 国 ・」 ST( 科 学 技術 振興 機 | | つい わ て ビジ ネス プラ ング ラン プリ 発表 作品 の 展示 
構 ) な ど と 連携 し て 積み 上 げ て きた 成果 を 十分 に 評価 し つつ 、 11 月 に 開催 され た 第 5 回 いわ て ビジ ネス プラ ング ラ 
地域 の 主体 人 を も っ た 取組 に 対し 、 重 点 的 に 支援 する 。 その | | ンプ リ で 発表 し た 企業 と 高校 生 の パネ ル を 展示 
場合 に は 、 地域 の 創意 工夫 が 生か せる よう な 使い や すい 央 濾 1 Ek 
と する こと 。 

(2) 大 学 の 知 の 活用 や 地域 の も つ 特 徴 あ る 技術 を 核 と し 、 低 炭 
素 型 社会 の 実現 や 健康 で 安全 ・ 安 心 な 地域 社会 を 実現 する な 
ど 課 題 解決 型 の 研究 分 野 に 重点 的 に 投資 する と いっ た 地場 
の 構想 に 応じ た 支援 と する こと 。 


(3) シー ズ 発 掘 か ら 実 用 化 ま で を シー ムレ ス に 事業 展開 する こ 
と が 重要 で あり 、 全 体 を 見 渡す こと が で きる コー ディ ネー 今後 の 予定 | 
ト ・ プ ロモ ー ト シス テム の 構築 を 図る こと 。 第 4 作業 部 会 シン ポジ ウム 

2 いわ て 未来 づく り 機 構 が 果たす べき 役割 「 地域 に 求め られ る 人 材 育 成 研 修 プ ログ ラム と は 」 

本 県 に お いて は 、 こ れ ま で も 国 の 資金 を 活用 し 、 ま た 、 県 単 日 時 :3 月 17 日 ( 水 )14 時 か ら 

独 の 制度 も 創設 し な が ら 、 産 学 官 が 連携 し た 研究 開発 に 取り 組 場所: 岩手 大 学 北 桐 ホー ル ( 旧 教育 学部 1 号館 ) 

ん で きた 。 こ の よう な 中 で 様々 な 課題 も 浮き 彫り に な っ て きた 

と ころ で ある 。 
1 で 提言 し た 支援 の 具体 的 な あり 方 と スキ ー ム に つい て は 、 

いわ て 未来 づく り 機構 内 に 、 産 学 官 連 携 関係 者 で 構成 する ワー 





マー ケ テ ィ ング セミ ナー 

「 岩手 か ら の イン ター ネッ ト 通販 展開 方 法 」 
日 時 :3 月 16 日 ( 火 )15 時 か ら 

場所 : 岩 手 県 立 大 学 ア イー ナ キ ャ ン パ ス 学 習 室 1 








: 事務 局 か ら の お 知ら せ : 
会 員 各 機関 に お ける 代表 者 及び ご 担当 者 名 、 メ ー ル アド レス 等 に 変更 が ご ざい まし た ら 、 ア イー ナ 事 務 局 の 佐藤 まで お * 
: 知ら せく だ さる よう お 願い し ます 。 
: 電 話 : 019606-1775( FAX 兼用 ) E-mail: daihyo@watemirai.com 
ホー ムペ ー ジ http:/iwatemirai.com/ 会 員 用 ホー ムペ ー ジ http:/iwatemirai.com/xoops/ 


